




















【方法】看護学科 4 年生 83 名を対象に、無記名による
集合自記式質問用紙を用いた調査を、2018 年 6 月～7 月
に行った。アンケートへの回答、提出を以って研究に同
意したとみなすことを書面で説明し、回収ボックスを配
置した。調査内容は属性 2 項目、IC の必要性の認識 5 項
目、看護の重要性 11 項目、実習での IC 同席に関する 4
項目で構成した。IC の必要性、看護の重要性の質問は文
献を参考に作成した 1), 2)。分析は記述統計、t 検定を行っ
た。集計ソフトは SPSS22.0 を使用した。 
 
【結果】回答者数は 83 名中 79 名（回収率 95.2％）であ
った。男性 14 名（17.7％）女性 65 名（82.3％）、私的場
面での IC 同席「あり」10 名（12.7％）、「なし」69 名
（87.7％）であった。「IC の必要性の認識」と「IC にお
ける看護の重要性」の結果は図 1、2 のとおりである。3
年次、4 年次の実習で IC に同席した学生は 50 名
（63.3%）で、同席平均回数は１人当たり 0.92 回であっ
た。学生が IC に同席することができた実習は「成人急



























性」では「重要」「やや重要」が 9 割以上占めていた。 
2、実習での IC 同席の有無による認識の差は無く、「IC




1) 飯塚京子, 清水喜美子, 山西文子: インフォームド・コ
ンセントにおける看護の役割, 臨床看護, 22: 2056-2061, 
1996. 
2) 石原和子, 志水友加, 岡田純也ら: 看護学生のインフォ
ームド・コンセントの認識と看護者の役割に関する研究
－臨地実習前後における意識の変化－, 長崎医学部保健学
























重要 やや重要 あまり重要ではない 重要ではない
Ｐ－46
－ 71 －
第18回  新潟医療福祉学会学術集会
